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こんなことが決まりました
一般質問の発言者
一般質問の内容について
議案の賛否公表
予算特別委員会の審査報告
常任委員会審査報告
平成28年度政務活動費公表
平成29年4月から政務活動費を廃止!!
資格審査特別委員会の設置及び審査経過
議会の動き、 5月臨時会及び
6月定例会の傍聴案内

・河島三奈　・久後淳司

・　坂純子　・河島信行
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・椎屋邦隆　・平田真実

・藤原　章　　　　　　
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小野市議会だより

資
格
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　
２
月

２３
日
付
け
で
、
２
名
の
議
員
か
ら

椎
屋
邦
隆
議
員
の
議
員
資
格
の
有
無
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
第
１
２
７
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
資
格
決
定
要
求
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
２
月

２７
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
８
名
の
委
員
か
ら
な
る
資
格

審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
地
方
自

治
法
第
１
０
０
条
第
１
項
に
基
づ
き
調
査

を
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
椎
屋
議
員
の
居
住
実
態
等
の
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
審
査
経
過
に
つ
い
て

１５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

小
野
市
夜
間
歩
行
者
等
の
安
全
確
保
の
推

進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 
特
に
夜
間
に
お
け
る
道
路
上
で
の
交
通

に
起
因
す
る
事
故
か
ら
、
未
然
に
歩
行
者

等
の
生
命
及
び
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
の
運
転
者
に

対
し
、
夜
間
に
お
い
て
道
路
を
通
行
す
る

場
合
は
、
夜
光
反
射
材
の
着
用
を
促
す
も
の
。

﹇
平
成

２９
年
６
月
１
日
施
行
﹈

〈
主
な
内
容
〉

・
歩
行
者
は
夜
間
に
道
路
を
通
行
す
る

と
き
は
、
懐
中
電
灯
の
使
用
、
夜
光

反
射
材
の
着
用
等
に
よ
り
、
自
ら
の

安
全
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

・
自
転
車
の
運
転
者
は
、
夜
間
に
道
路

を
通
行
す
る
と
き
は
、
道
路
交
通
法

等
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
の
ほ
か
、
夜

光
反
射
材
の
着
用
に
よ
り
自
ら
の
安

全
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
市
の
責
務
と
し
て
、
①
交
通
事
故
の

発
生
状
況
に
関
す
る
情
報
の
市
民
へ

の
提
供
、
②
夜
光
反
射
材
の
着
用
等

の
普
及
啓
発
活
動
、
③
計
画
的
な
夜

光
反
射
材
の
市
民
へ
の
提
供
を
行
う
。

〈
主
な
取
組
〉

・
夜
光
反
射
材
の
市
内
へ
の
全
戸
配
布

及
び
広
報
等
を
通
じ
た
啓
発

・
夜
間
歩
行
者
等
に
対
す
る
夜
光
反
射

材
の
配
布
及
び
啓
発

・
市
内
高
等
学
校
（
２
校
）
の
生
徒
へ

の
夜
光
反
射
材
の
配
布
及
び
啓
発

小
野
市
議
会
委
員
会
条
例
及
び
小
野
市
の

組
織
及
び
そ
の
事
務
分
掌
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
１
５
８
条
第
１
項
に
規

定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
の
直
近
下
位

の
内
部
組
織
に
つ
い
て
、「
市
長
公
室
」
を

廃
止
し
「
秘
書
課
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

所
掌
す
る
事
務
及
び
小
野
市
議
会
常
任
委

員
会
に
お
け
る
所
管
を
改
め
よ
う
と
す
る

も
の
。﹇
平
成

２９
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
議
会
議
員
及
び
小
野
市
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
及

び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営

に
関
す
る
条
例
及
び
小
野
市
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

小
野
市
議
会
議
員
及
び
小
野
市
長
選
挙
の

各
候
補
者
に
対
し
て
公
費
負
担
す
る
金
額

の
限
度
額
に
つ
い
て
引
き
上
げ
を
行
お
う

と
す
る
も
の
。

﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

〈
主
な
内
容
〉

・
一
般
運
送
契
約
（
ハ
イ
ヤ
ー
）

　
６
０，
２
０
０
円
　
６
４，
５
０
０
円

２
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・
自
動
車
の
借
り
上
げ
（
個
別
）

　
１
５，
３
０
０
円
　
１
５，
８
０
０
円

・
燃
料
の
使
用
（
個
別
）

　
７，
３
５
０
円
　
７，
５
６
０
円

・
運
転
手
の
使
用
（
個
別
）

　
１
１，
７
０
０
円
　
１
２，
５
０
０
円

・
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

　
＠
５
０
１．
９
９
円
　
＠
５
２
５．
６
円

・
市
長
選
挙
ビ
ラ
作
成

　
　
＠
７．
３
円
　
＠
７．
５
１
円

小
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
措
置
の
拡
充

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
今
後
、
地
方

税
法
施
行
令
の
改
正
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
等

を
見
直
そ
う
と
す
る
も
の
。（
改
正
内
容
は
、

国
保
運
営
協
議
会
へ
諮
問
、
答
申
済
）

﹇
平
成

２９
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
都
市
開
発
事
業
に
係
る
調
整
及
び

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
特
別
指
定
区
域
の
見
直
し
に
伴
い
、
基

幹
駅
前
区
域
に
お
け
る
建
築
基
準
等
に
つ

い
て
、
粟
生
町
地
区
に
お
い
て
現
存
す
る

建
物
に
関
し
、
高
さ
の
制
限
（

１２
ｍ
以
下
）

を
適
用
除
外
と
す
る
も
の
（
雇
用
促
進
住

宅
粟
生
宿
舎
の
払
下
げ
に
対
応
）。

　
ま
た
、
県
の
都
市
計
画
法
施
行
条
例
（
県

条
例
）
の
改
正
に
伴
い
、
特
別
指
定
区
域

に
お
い
て
建
築
で
き
る
建
築
物
の
用
途
に

関
し
県
条
例
の
引
用
部
分
を
改
正
す
る
も
の
。

（
内
容
に
つ
い
て
変
更
な
し
）

﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
上
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
新
た
な
給
水
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
水
道
施
設
の
建
設
費
及
び
増

強
費
と
し
て
開
発
行
為
等
一
般
家
庭
に
お

け
る
口
径
以
上
の
メ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

場
合
に
、
水
源
開
発
負
担
金
を
徴
収
し
て

き
た
が
、
人
口
減
少
、
各
家
庭
、
企
業
等

の
節
水
対
策
に
よ
り
今
後
新
た
な
給
水
需

要
が
見
込
ま
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
水
源
開
発
負
担
金
を
廃
止
す
る
も
の
。

﹇
平
成

２９
年
４
月
１
日
施
行
﹈

小
野
市
民
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
平
成

２８
年
度
末
を
も
っ
て
小
野
市
民
会

館
の
供
用
を
廃
止
す
る
も
の
。

﹇
平
成

２９
年
４
月
１
日
施
行
﹈

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
平
成
２８
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
））　

　
今
回
の
専
決
補
正
は
、
収
入
見
込
額
を

１
億
円
と
し
て
い
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
に
つ
い
て
、
昨
年
末
に
か
け
て
多

く
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
、
年
度
末
に
は
２

億
円
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
係
る
返
礼
品
の
経
費
の
増
額
補
正

を
行
っ
た
も
の
。

　（
専
決
処
分
の
日
：
平
成

２９
年
１
月
４
日
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
５
０，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
２
０，
５
３
４，
４
０
０
千
円

小
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　

・
市
道
４
４
６
０
号
線

　
Ｌ
＝
１
７
４
６．
０
０
ｍ
　
山
田
町

　
新
産
業
団
地
整
備
事
業
に
伴
い
、
新
都

市
中
央
線
と
既
存
市
道
（
市
道
１
２
１
号

線
）
を
南
北
に
接
続
さ
せ
る
路
線
を
新
た

に
市
道
認
定
す
る
た
め
。

小
野
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

・
市
道
４
２
２
５
号
線

　
Ｌ
＝
７
２
１．
５
７
ｍ
　
樫
山
町

　（
延
伸
距
離
＝
６
２
０．
０
０
ｍ
）

　
市
道
４
２
２
５
号
線
（
樫
山
町
）
を
延

伸
し
市
道
４
２
２
４
号
線
（
樫
山
町
）
と

接
続
す
る
も
の
。

小
野
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

　
契
約
金
額
：
８
億
２，
９
４
４
万
円

　
相
手
方
：
姫
路
市
北
条
口
三
丁
目

２２
番
地

　
　
　
　
　
株
式
会
社
神
崎
組

　
　
　
　
　
取
締
役
社
長
　
神
崎
文
吾

平
成
２８
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
２
７
４，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
２
０，
８
０
８，
４
０
０
千
円

平
成
２８
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
４
０，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
６，
８
８
９，
０
０
０
千
円

平
成
２８
年
度
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
　
３，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
３，
８
４
３，
６
０
０
千
円

平
成
２８
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
　
５，
３
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
　
　
５
０
９，
４
０
０
千
円

※１世帯における年間の最高額全体で８９０，０００円（変更なし）
※均等割・平等割について低所得者には軽減措置（７割・５割・２割）あり。
　７割軽減：前年の世帯の合計所得≦３３万円（変更なし）
　５割軽減：前年の世帯の合計所得≦３３万円＋（２６．５万円⇒２７万円×被保険者数）
　２割軽減：前年の世帯の合計所得≦３３万円＋（４８万円⇒４９万円×被保険者数）

改正後改正前

改正後改正前

〈国民健康保険税の改正内容〉

３

８．２０％

改正前

２６，０００円

２５，０００円

５４０，０００円

２．５０％

８，０００円

８，０００円

１９０，０００円

２．３０％

９，０００円

６，０００円

１６０，０００円

変更なし

改正後 改正前

変更なし

改正後 改正前

変更なし

改正後
医　療　分 後期高齢者支援分 介　護　分

（対前年所得）

（被保険者１人）

（１世帯）

（１世帯）

所得割

均等割※

平等割※

限度額※
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平
成
２８
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
入

　
補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
２，
０
０
０
千
円
　
追
加

　
補
正
後
総
額
　
１，
３
６
２，
０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
　
　
△
５
０，
０
０
０
千
円
　
減
額

　
補
正
後
総
額
　
１，
１
８
０，
０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

　
補
　
正
　
額
　
　
　
△
９
０，
０
０
０
千
円
　
減
額

　
補
正
後
総
額
　
　
　
２
５
４，
０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
　
　
△
９
０，
０
０
０
千
円
　
減
額

　
補
正
後
総
額
　
　
　
６
９
７，
０
０
０
千
円

平
成
２８
年
度
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
入

　
補
　
正
　
額
　
　
　
△
３
０，
０
０
０
千
円
　
減
額

　
補
正
後
総
額
　
１，
６
５
７，
０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
　
　
△
６
４，
０
０
０
千
円
　
減
額

　
補
正
後
総
額
　
１，
６
９
２，
０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

　
補
　
正
　
額
　
　
△
１
２
６，
０
０
０
千
円
　
減
額

　
補
正
後
総
額
　
　　
９
９
２，
０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
　
　
△
９
１，
０
０
０
千
円
　
減
額

　
補
正
後
総
額
　
１，
５
４
４，
０
０
０
千
円

一般会計補正予算の主な内容一般会計補正予算の主な内容
　今回の補正では、国の追加内示により平成２９年度に予定していた給食センター整備事業の前倒しや
平成３０年度オープン予定の鍬渓温泉再生事業、保育児童の増加や保育環境の改善により給付費が増加
した児童保育等給付経費、各事業の決算見込みによるものです。

平成２９年度当初予算関係平成２９年度当初予算関係

　安全・安心に暮らせるまちの創造、子ども
が輝く子育て・教育環境の充実、アクティブ
シニアが輝く生きがいと活躍の場の創出、次
代を見据えたまちづくりの推進に重点を置いた、
平成２９年度当初予算が上程され、予算特別委
員会での付託審査を経て、可決されました。

（単位：千円）

担　当　課内　　　　　　　　　容 補 正 額

平成２８年度一般会計３月補正予算概要

子 育 て 支 援 課

観光交流推進課

教 育 総 務 課

総 務 課

児童保育給付等経費
　保育児童の増加や保育環境の改善により増額。

鍬渓温泉再生事業
　下来住町にある温浴施設を再整備し、地域住民の運営により地域の活性化を図る。

給食センター整備事業
　国の２次補正により補助金の追加内示があり、１年前倒しで整備。
　建築工事、厨房機器等。

人件費及び人件費負担金補正
　決算見込みに基づく人件費の精査

２８，５００

１２０，０００

８４０，０００

△２１，４３６

４

（単位：千円）

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

小　　　計

都 市 開 発 事 業

水 道 事 業

下 水 道 事 業

小　　　計

合　　　　　計

一 般 会 計

会 計 別 平成２９年度

２０，１７０，０００

７，０１３，０００

３，９３４，０００

５２４，０００

１１，４７１，０００

１７，５００

１，８０４，０００

３，２４４，０００

５，０６５，５００

３６，７０６，５００
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平成29年

小野市議会だより

河
島
三
奈
議
員

・
小
野
市
の
国
際
化
に
つ
い
て

・
公
共
交
通
に
つ
い
て

久
後
淳
司
議
員

・「
避
難
場
所
」
表
示
の
取
組
に
つ
い
て

・
浄
谷
黒
川
丘
陵
地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て

�
坂
純
子
議
員

・
議
案
第

１５
号
　
小
野
市
夜
間
歩
行
者
等
の
安
全

　
確
保
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
水
道
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

・
買
い
物
支
援
に
つ
い
て

河
島
信
行
議
員

・
橋
梁
及
び
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
小
野
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

・
新
庁
舎
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
議
案
第
９
号
　
平
成

２８
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　（
鍬
渓
温
泉
再
生
事
業
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
２
号
　
平
成

２９
年
度
小
野
市
一
般
会
計
予

　
算
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
小
野
市
の
公
金
管
理
の
現
状
及
び
運
用
に
つ
い
て

・
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
に
つ
い
て

椎
屋
邦
隆
議
員

・
議
案
第
２
号
　
平
成

２９
年
度
小
野
市
一
般
会
計
予

　
算
に
つ
い
て

平
田
真
実
議
員

・
ペ
ッ
ト
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
障
が
い
児
保
育
に
つ
い
て

・
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

・
議
案
第
２
号
　
平
成

２９
年
度
小
野
市
一
般
会
計
予

　
算
に
つ
い
て

　（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
経
費
に
つ
い
て
）

藤
原
　
章
議
員

・
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例
に
つ
い
て

・
市
民
会
館
閉
鎖
に
つ
い
て

・
今
後
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

・
防
犯
灯
の
電
気
代
に
つ
い
て

・
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
小
野
工
業
団
地
通
勤
ル
ー
ト
試

　
験
運
行
に
つ
い
て

高朞

3月定例会
平成29年

3月定例会
平成29年

3月定例会
平成29年

3月定例会

(一般質問は発言した議員が編集しました)

桜回廊へのお散歩。笑顔満開！（北辰保育園）

市議会ホームページ内の「ビデオライブラリ」
からも、議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.ono-sigikai.jp/
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小
野
市
の
国
際
化
に
つ
い
て

　質
問
　
国
際
交
流
協
会
が
実
施
し
て
い
る

多
文
化
共
生
事
業
に
つ
い
て
現
状
と
今
後

の
展
望
は
。

　答
弁
　
外
国
人
生
活
相
談
や
日
本
語
教
室

の
開
催
、
ま
た
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
で

の
弁
論
大
会
な
ど
多
彩
な
催
し
を
開
く
こ

と
で
、
日
本
人
と
外
国
人
だ
け
で
な
く
、

外
国
人
同
士
の
異
文
化
交
流
の
機
会
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
の
展
望
は
こ
れ
ら
の
事

業
を
継
続
し
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
市
の
国
際
化
へ
の
考
え
と
取
組
は
。

　答
弁
　
国
際
化
と
は
新
し
い
価
値
観
と
視

点
で
物
事
を
と
ら
え
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と

考
え
る
。
市
の
取
組
と
し
て
は
、
国
際
交

流
協
会
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
と
と

も
に
、
広
報
な
ど
を
用
い
て
そ
の
活
動
を

周
知
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

（
市
当
局
）

公
共
交
通
に
つ
い
て

　質
問
　
新
た
な
ら
ん
ら
ん
バ
ス
運
行
ル
ー

ト
（
試
験
運
行
）
の
具
体
的
内
容
と
効
果

及
び
影
響
に
つ
い
て

　答
弁
　
現
在
の
計
画
で
は
運
行
開
始
を
本

年
９
月
１
日
と
し
、
神
戸
電
鉄
樫
山
駅
と

流
通
等
業
務
団
地
、
小
野
工
業
団
地
を
結

び
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
朝
夕
の
通
勤
時

間
帯
を
中
心
に
１
日

１２
便
の
運
行
を
予
定

し
て
い
る
。

　
こ
の
運
行
に
よ
り
、
自
家
用
車
な
ど
の

移
動
手
段
が
な
い
た
め
通
勤
で
き
ず
就
職

を
諦
め
て
い
た
方
々
も
、
神
戸
電
鉄
や
ら

ん
ら
ん
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
を
利
用
す

る
こ
と
で
通
勤
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
就

労
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
市
内
に

お
け
る
雇
用
の
創
出
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

　
加
え
て
樫
山
駅
を
基
点
と
す
る
こ
と
で

神
戸
電
鉄
へ
の
支
援
に
も
繋
が
り
、
工
業

団
地
周
辺
へ
の
朝
夕
の
渋
滞
緩
和
に
も
一

定
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。（
市
当
局
）

久
後
淳
司
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

「
避
難
場
所
」
表
示
の
取
組
に
つ
い
て

　質
問
　
図
記
号
を
用
い
た
案
内
板
の
整
備

に
つ
い
て
、
小
野
市
に
お
け
る
今
後
の
取

組
は
。

　答
弁
　
平
成

２８
年
３
月
に
、
日
本
工
業
規

格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
の
案
内
用
図
記
号
及
び
図

記
号
を
使
っ
た
表
示
方
法
に
係
る
「
災
害

種
別
避
難
誘
導
標
識
シ
ス
テ
ム
」
が
制
定

さ
れ
、
表
示
板
を
整
備
、
更
新
す
る
際
に

は
、
災
害
種
別
図
記
号
を
用
い
た
表
示
に

変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
の
現
状
は
、

避
難
経
路
を
明
確
に
し
た
表
示
看
板
の
設

置
は
な
い
。

　
今
後
、
地
震
や
水
害
を
含
め
た
図
記
号

を
用
い
た
避
難
場
所
等
の
標
識
設
置
を
順

次
実
施
し
て
い
く
。
避
難
経
路
の
案
内
板

に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

浄
谷
黒
川
丘
陵
地
の
利
用
計
画
に

つ
い
て

　質
問
　
多
目
的
運
動
広
場
の
想
定
さ
れ
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
、
災
害
時
の
利
用

計
画
は
。

　答
弁
　
市
内
の
既
存
施
設
を
参
考
に
し
た

試
算
で
は
、
人
件
費
、
光
熱
水
費
、
清
掃

費
な
ど
、
年
間
約
１，

１
０
０
万
円
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

　
災
害
時
の
利
用
計
画
は
、
災
害
派
遣
さ

れ
た
自
衛
隊
員
の
宿
営
地
や
活
動
拠
点
と

し
て
の
活
用
が
中
心
と
な
る
。（
市
当
局
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ(

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス)

に
つ
い
て

　質
問
　
こ
れ
ま
で
行
政
と
し
て
活
用
し
て

き
た
中
で
の
課
題
や
発
見
、
今
後
の
取
組

は
。

　答
弁
　
課
題
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
閲
覧

件
数
に
差
が
あ
る
こ
と
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

動
画
配
信
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
で
、
発

見
は
、
行
政
や
観
光
情
報
以
外
の
掲
載
に

も
多
く
の
人
の
関
心
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
こ
と
。

　
今
後
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
と
、

市
民
も
巻
き
込
ん
だ
市
民
参
加
型
の
情
報

発
信
を
目
指
す
。
　
　
　
　 

（
市
当
局
）

河
島
三
奈
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

小野市議会だより
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議
案
第
１５
号
　
小
野
市
夜
間
歩
行

者
等
の
安
全
確
保
の
推
進
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　質
問
　
か
ね
て
よ
り
夜
光
反
射
材
着
用
促

進
の
必
要
を
何
度
も
質
問
し
た
者
と
し
て

は
、
こ
の
条
例
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
う
。
高
校
生
等
の
自
転
車
利
用
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
小
野
高
校
・
小
野
工
業
高
校
の
全

生
徒
に
、
夜
光
反
射
材
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
自
転
車
運
転
者
へ
の
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
検
討
中
で
あ
る
。
　（
市
当
局
）

水
道
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

　質
問
　
人
口
減
少
に
伴
う
給
水
量
の
減
少

や
水
道
管
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、
今
後
想

定
さ
れ
る
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
経
営
状
況
は
、
昭
和

５６
年
か
ら
黒

字
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
各
施
設
や

現
場
を
熟
知
し
た
職
員
の
育
成
が
課
題
で

あ
る
た
め
、
委
託
管
理
業
者
も
含
め
浄
水

場
等
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
出
来
る
後
継

職
員
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
。（

市
当
局
）

　質
問
　
国
は
水
道
事
業
の
広
域
化
を
促
進

し
て
い
る
が
市
長
の
考
え
は
。

　答
弁
　
北
播
磨
で
一
つ
と
い
う
考
え
も
あ

る
が
、
加
東
市
や
三
木
市
と
一
緒
に
と
い

う
選
択
肢
も
あ
る
。

　
県
の
市
長
会
長
と
し
て
出
席
し
て
い
る

「
兵
庫
県
水
道
事
業
の
あ
り
方
懇
話
会
」

で
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
検
討
課

題
で
も
あ
る
。
　
　
　（
市
長
・
市
当
局
）

買
い
物
支
援
に
つ
い
て

　質
問
　
市
場
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
と

コ
ー
プ
こ
う
べ
、
小
野
市
で
連
携
協
定
を

結
び
、
４
月
か
ら
移
動
販
売
車
の
試
験
運

転
が
始
ま
る
。
買
い
物
支
援
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
と
な
る
が
、
市
と
し
て

の
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　答
弁
　
理
念
と
計
画
は
素
晴
ら
し
い
。
や

る
場
を
整
え
て
や
る
気
が
出
て
い
る
。
す

ぐ
に
支
援
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
ま
ず
は
、

検
証
す
る
。
　
　
　           

　   

（
市
長
）

河
島
信
行
　

議
員

真
政
ク
ラ
ブ

橋
梁
及
び
道
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

　質
問
　
粟
田
橋
の
凍
結
対
策
に
つ
い
て

　答
弁
　
橋
を
管
理
す
る
兵
庫
県
加
東
土
木

事
務
所
で
は
、
気
温
低
下
及
び
降
雪
に
よ

る
路
面
の
凍
結
等
に
関
す
る
安
全
対
策
と

し
て
、
凍
結
防
止
剤
や
融
雪
剤
等
の
散
布

を
毎
年

１２
月
１
日
よ
り
業
者
に
委
託
し
冬

場
の
安
全
を
図
っ
て
い
る
。
県
の
対
応
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
路
面
の
凍
結
は
前

日
の
気
象
条
件
を
確
認
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル

体
制
を
整
え
て
い
る
が
、
対
策
実
施
の
基

準
最
低
気
温
を
０
度
か
ら
３
度
に
引
き
上

げ
て
取
組
ん
で
い
る
。
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
市
内
道
路
の
補
修
点
検
の
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て

　答
弁
　
市
道
路
河
川
課
で
は
交
通
安
全
の

た
め
定
期
的
な
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、

市
民
安
全
部
青
パ
ト
隊
と
連
携
し
た
道
路

の
健
全
維
持
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
小

野
郵
便
局
と
覚
書
を
締
結
し
、
配
達
業
務

で
知
り
得
た
道
路
の
損
傷
情
報
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
新
た
な

仕
組
み
づ
く
り
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

新
庁
舎
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

　質
問
　
き
ら
ら
通
り
を
渡
る
た
め
の
地
下

通
路
又
は
歩
道
橋
の
設
置
に
つ
い
て

　答
弁
　
エ
ク
ラ
や
図
書
館
等
が
あ
る
南
側

エ
リ
ア
へ
の
連
絡
橋
を
設
置
す
る
方
向
で

基
本
設
計
を
進
め
て
い
る
。
　（
市
当
局
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ

い
て

　答
弁
　
現
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
北
西
、

旭
丘
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地
に
、

鉄
骨
造
り
一
部
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

約
２，
１
０
０
㎡
の
新
施
設
を
建
設
す
る
。

完
成
予
定
は
、
平
成

２９
年

１２
月

２５
日
。

　
厨
房
設
備
に
つ
い
て
は
、
平
成

３０
年
１

月
中
旬
に
設
置
し
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
供
用
開
始
は
、
平
成

３０
年
４
月
を
予

定
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　 

　（
市
当
局
）

市
民
ク
ラ
ブ

小野市議会だより

高
坂
純
子
　

議
員



８

鍬
渓
温
泉
再
生
事
業
に
つ
い
て

　質
問
　
温
泉
施
設
整
備
の
目
的
と
公
設
民

営
に
よ
る
運
営
内
容
を
併
せ
て
伺
う
。

　答
弁
　
事
業
の
目
的
は
３
点
。

１
つ
目
は
歴
史
あ
る
地
域
資
源
の
再
生
、

２
つ
目
は
観
光
交
流
施
設
と
し
て
の
整
備
、

３
つ
目
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠

点
と
し
て
の
整
備
で
あ
る
。

　
こ
の
度
の
鍬
渓
温
泉
施
設
の
再
生
は
地

域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
実
現
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

い
う
意
味
合
い
が
強
い
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
福
祉
的
な
要
素
を
持
っ
た
施
設
と

認
識
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
「
生
き
が
い

就
労
」
な
ど
、
地
域
住
民
の
参
画
と
協
働

に
よ
る
運
営
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
市
は
施
設
の
建
設
等
に

係
る
経
費
を
負
担
し
、
地
域
の
自
治
会
を

中
心
と
し
た
組
織
に
施
設
の
管
理
運
営
に

係
る
経
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
。
管
理

運
営
に
必
要
な
経
費
は
、
施
設
利
用
料
に

よ
っ
て
、
で
き
る
限
り
健
全
な
経
営
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
市
当
局
）

議
案
第
２
号
　
平
成
２９
年
度
小
野

市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　質
問
　
２９
年
度
新
規
事
業
、
新
生
児
聴
覚

検
査
費
の
目
的
を
伺
う
。

　答
弁
　
全
て
の
新
生
児
に
聴
覚
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
「
早
期
発
見
・
早
期
療
育

支
援
」
を
目
的
と
し
て
検
査
費
用
の
全
額

助
成
を
開
始
す
る
。
　
　
　 
（
市
当
局
）

　質
問
　
同
じ
く
、
産
婦
健
康
診
査
費
の
目

的
を
伺
う
。

　答
弁
　
概
ね
産
後
２
週
間
及
び
１
か
月
に

行
わ
れ
る
健
康
診
査
に
要
す
る
自
己
負
担

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
。

　
育
児
不
安
の
高
ま
る
産
後
の
初
期
段
階

に
お
い
て
、
産
婦
の
心
身
の
状
態
を
把
握

し
、
き
め
細
か
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
　
　 

　（
市
当
局
）

竹
内
　
修
　

議
員

公
　
明
　
党

　小
野
市
の
公
金
管
理
の
現
状
及

び
運
用
に
つ
い
て

　質
問
　
基
金
や
資
金
の
運
用
状
況
を
問
う
。

　答
弁
　
本
年
２
月
末
現
在
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
都
市
開
発
事
業
会
計
合
わ
せ

て
１
１
９
億
円
を
保
有
し
て
い
る
。
運
用

に
関
し
て
は
、
資
金
運
用
会
議
で
慎
重
に

協
議
・
検
討
を
行
い
な
が
ら
破
た
ん
の
恐

れ
の
な
い
安
全
な
金
融
機
関
を
選
択
し
て

い
る
。
こ
の
会
議
は
、
会
計
管
理
者
、
総

合
政
策
部
長
、
総
務
部
長
、
水
道
部
長
、

財
政
課
長
、
会
計
課
長
の
６
名
で
構
成
し
、

「
安
全
性
」「
流
動
性
」「
効
率
性
」
い
わ

ゆ
る
「
収
益
性
」
を
可
能
な
限
り
確
保
し
、

市
長
決
裁
を
得
て
運
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　   

（
市
当
局
）

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
に

つ
い
て

　質
問
　
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
未
就
学
児

へ
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
支
援
体
制

を
問
う
。

　答
弁
　
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
可
能
性
が

あ
る
子
ど
も
は
、
出
産
し
た
病
院
か
ら
情

報
提
供
が
あ
り
、
市
の
保
健
師
が
家
庭
訪

問
等
に
よ
り
状
況
に
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト

が
始
ま
る
。
子
ど
も
の
症
状
に
合
わ
せ
、

家
庭
や
看
護
師
等
で
協
議
し
、
医
療
体
制

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
方
針
を
決
め
て
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
　
　
　 

（
市
当
局
）

　質
問
　
特
別
支
援
学
校
の
対
応
を
問
う
。

　答
弁
　
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
児
童
の
就

学
に
際
し
て
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

関
係
機
関
か
ら
連
絡
・
相
談
を
受
け
就
学

２
年
前
か
ら
実
態
把
握
し
、
保
護
者
と
何

度
も
面
談
を
重
ね
安
全
か
つ
安
心
し
て
就

学
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
保
護
者
の
慢
性

的
か
つ
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
が
軽
減
で

き
る
よ
う
要
望
の
把
握
や
不
安
解
消
に
努

め
て
い
る
。
就
学
時
に
関
し
て
は
、
た
ん

の
吸
引
や
経
管
栄
養
注
入
等
の
専
門
的
知

識
と
技
能
が
必
要
な
た
め
看
護
師
を
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
配
置
し
て
い
る
。（
市
当
局
）

山
本
悟
朗
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

小野市議会だより



９

議
案
第
２
号
　
平
成
２９
年
度
小
野

市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　質
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業
経

費
２，
１
０
０
万
円
の
内
容
と
効
果
は
。

　答
弁
　
市
内
各
地
区
の
地
域
づ
く
り
協
議

会
へ
の
助
成
と
し
て
、
小
野
地
区
６
０
０

万
円
、
他
地
区
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。
効
果
と
し
て
は
地
域
の
再
生
や
活

性
化
に
貢
献
。
　
　
　
　 

　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
児
童
生
徒
対
外
試
合
等
参
加
助
成

経
費
２
７
０
万
円
の
内
容
と
効
果
は
。

　答
弁
　
県
大
会
以
上
の
競
技
大
会
等
を
対

象
に
旅
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
子

ど
も
達
が
素
晴
ら
し
い
結
果
を
出
し
て
お

り
、
達
成
感
と
次
の
活
動
へ
の
活
力
を
生

ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
経
費

７
０
０
万
円
の
内
容
と
効
果
は
。
ま
た
、

将
来
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
計
画
は
。

　答
弁
　
実
行
委
員
会
に
対
す
る
補
助
で
、

看
板
の
設
置
、
ト
イ
レ
、
バ
ス
の
借
上
げ

等
の
費
用
。
効
果
は
多
く
の
市
民
の
手
で

作
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
リ

ピ
ー
ト
率
が

３８
・
７
％
と
好
評
で
あ
る

こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　
な
お
時
間
や
警
備
の
関
係
か
ら
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
は
考
え
て
い
な
い
。（
教
育
長
）

　質
問
　
総
合
体
育
館
施
設
営
繕
費
３，
５

０
０
万
円
の
内
容
と
効
果
に
つ
い
て

　答
弁
　
建
築
後

２５
年
経
過
し
て
お
り
、
空

調
、
放
送
設
備
等
更
新
工
事
の
経
費
を
計

上
。
効
果
は
利
用
者
の
快
適
な
環
境
づ
く

り
で
あ
る
。
　
　 
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
匠
台
体
育
館
の
施
設
管
理
運
営
費

４，
３
７
２
万
円
の
内
容
と
効
果
は
。

　答
弁
　
人
件
費
を
含
む
管
理
運
営
委
託
料

で
、
効
果
は
利
用
者
の
健
康
増
進
と
快
適

な
環
境
づ
く
り
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
総
合
調
整
委
託
料
４
５
０
万
円
の

内
容
と
効
果
に
つ
い
て

　答
弁
　
具
体
的
内
容
を
伴
わ
な
い
枠
予
算
。

ル
ー
ト
イ
ン
誘
致
等
の
効
果
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

平
田
真
実
　

議
員

ペ
ッ
ト
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

　質
問
　
動
物
は
家
族
の
一
員
と
し
て
飼
わ

れ
る
反
面
、
苦
手
な
方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の

問
題
な
ど
、
動
物
に
対
す
る
考
え
方
は
多

種
多
様
で
あ
る
。
環
境
省
が
原
則
と
位
置

づ
け
る
「
同
行
避
難
」
を
進
め
る
に
は
、

飼
い
主
自
身
が
責
任
を
持
っ
て
防
災
意
識

を
高
め
る
べ
き
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
犬

の
登
録
や
狂
犬
病
予
防
接
種
の
際
に
、
防

災
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
提
供
な
ど

普
及
啓
発
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

ま
た
、
防
災
会
議
に
動
物
に
博
識
な
方
を

加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　答
弁
　
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防
接
種
の

際
に
、
犬
の
登
録
等
を
所
管
す
る
市
民
福

祉
部
と
防
災
を
所
管
す
る
市
民
安
全
部
の

連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
防
災
会
議
の
委
員
構
成
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。
　
　（
市
長
・
市
当
局
）

通
勤
ル
ー
ト
試
験
運
行
に
つ
い
て

　質
問
　
樫
山
駅
か
ら
小
野
工
業
団
地
へ
の

試
験
運
行
に
つ
い
て
、
匠
工
業
会
で
事
前

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
伺
っ
た
が
、

利
用
希
望
者
に
小
野
市
民
は
何
名
程
い
る

の
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
試
験
運
行
は
通
勤
ル
ー

ト
と
し
て
主
に
産
業
団
地
に
絞
っ
た
も
の

か
、
福
祉
施
策
の
一
環
と
し
て
重
点
を
置

い
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
、
通
勤
・

通
学
で
利
用
さ
れ
る
幹
線
（
鉄
道
・
路
線

バ
ス
）
に
ま
で
広
が
り
を
持
た
せ
る
施
策

な
の
か
考
え
方
を
問
う
。

　答
弁
　
当
ル
ー
ト
利
用
可
能
者
は
約
２
７

０
名
で
あ
り
、
内
訳
は
市
内
の
み
な
ら
ず

多
岐
に
渡
る
。

　
こ
の
施
策
の
目
的
は
、
雇
用
確
保
と
神

戸
電
鉄
粟
生
線
活
性
化
で
あ
る
と
共
に
、

言
わ
ば
企
業
へ
の
優
遇
策
の
一
つ
で
も
あ
る
。

新
産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
も
係
る
試

験
運
行
で
あ
り
、
ら
ん
ら
ん
バ
ス
と
し
て

通
勤
ル
ー
ト
を
広
め
る
施
策
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
・
市
当
局
）

椎
屋
邦
隆
　

議
員

真
政
ク
ラ
ブ

小野市議会だより



１０

市
民
会
館
閉
鎖
に
つ
い
て

　質
問
　
市
民
会
館
が
閉
鎖
に
な
り
、
市
民

か
ら
「
発
表
会
な
ど
の
会
場
確
保
が
難
し

い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市

当
局
へ
の
要
望
と
、
対
応
を
問
う
。

　答
弁
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
サ
ー
ク
ル
連
絡
会

か
ら
「
コ
ミ
セ
ン
お
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

会
場
の
件
で
要
望
が
あ
っ
た
。
コ
ミ
セ
ン

お
の
と
芝
生
広
場
、
伝
産
会
館
の
活
用
を

提
案
し
、
理
解
を
得
た
。
　
　（
市
当
局
）

今
後
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

　質
問
　
平
成
３０
年
に
生
産
調
整
（
転
作
）

が
廃
止
さ
れ
る
が
、
市
の
対
応
を
問
う
。

　答
弁
　
米
の
無
計
画
な
生
産
は
価
格
の
下

落
を
招
き
、
離
農
に
拍
車
を
か
け
る
。
兵

庫
県
で
は
米
の
需
要
量
の
調
査
を
行
い
、

県
内
の
作
付
目
標
面
積
を
提
示
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
米
の
反
当
７，
５
０
０
円
の
助
成

は
無
く
な
る
が
、
小
麦
や
大
豆
等
に
対
す

る
転
作
助
成
制
度
は
変
わ
る
の
か
問
う
。

　答
弁
　
小
麦
や
大
豆
等
の
助
成
制
度
が
変

わ
る
と
い
う
連
絡
は
無
く
、
継
続
さ
れ
る

見
通
し
で
あ
る
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
イ
ノ
シ
シ
の
防
護
柵
は
現
物
支
給

さ
れ
て
い
る
が
今
後
も
続
く
の
か
。
ま
た

電
気
柵
へ
の
助
成
は
あ
る
の
か
問
う
。

　答
弁
　
防
護
柵
は
、
今
後
も
国
県
等
に
予

算
確
保
を
要
望
し
て
い
く
。
電
気
柵
も
助

成
が
あ
る
が
、
設
置
場
所
、
方
法
、
管
理

等
を
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

防
犯
灯
の
電
気
代
に
つ
い
て

　質
問
　
防
犯
灯
倍
増
５
０
０
０
作
戦
で
設

置
さ
れ
た
防
犯
灯
の
電
気
代
は
市
の
負
担

だ
が
、
以
前
の
電
気
代
は
自
治
会
等
の
負

担
に
な
っ
て
い
る
。
電
気
代
を
全
部
市
が

負
担
す
る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

　答
弁
　
平
成

２９
年
度
で
倍
増
作
戦
は
終
了

し
、
ま
ず
、
事
業
の
検
証
を
行
う
が
、
そ

の
後
電
気
代
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

藤
原
　
章
　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

小野市議会だより

平成29年3月定例会の議決結果（賛否の分かれた案件）を公表します
賛成＝○　　反対＝●

※１　岡嶋正昭議員は、議長のため表決権はありません。
※２　椎屋邦隆議員は、除斥対象となるため採決に加わることができません。�

平

田

真

実

藤

原

　

章

椎

屋

邦

隆

河

島

信

行

竹

内

　

修

川

名

善

三

山

本

悟

朗

河

島

三

奈

富

田

和

也

加

島

　

淳

久

後

淳

司

小
林
千
津
子

　

坂

純

子

前

田

光

教

岡

嶋

正

昭

山

中

修

己

高朞

件　　　名

会　派　名

議　員　名
（３月２７日現在の所属人数）

可
決

可
決

資格審査特別委員会
を設置する決議

平成２９年度小野市
一般会計予算

○○※
２●○○○○○○○○○○※

１○

○●○○○○○○○○○○○○※
１○

市
民
ク
ラ
ブ

（６人）

改
革
ク
ラ
ブ

（４人）

公
　
明
　
党

（２人）

真
政
ク
ラ
ブ

（２人）

無
　
会
　
派

（１人）

無
　
会
　
派
議

決

結

果

（１人）



１１

小野市議会だより

◎
現
在
、
年
２
回
実
施
さ
れ
て
い
る
全
市

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、

ご
み
の
回
収
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
近
年
、
子
ど
も
を
含
め
参
加
人

数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ご
み
の
回
収
も
大
切
で
あ

る
が
、
ご
み
を
拾
う
行
動
に
よ
り
ポ
イ

捨
て
を
し
な
い
市
民
を
育
成
す
る
こ
と

が
理
念
で
あ
る
。

　
　
今
後
も
市
民
に
対
し
「
ご
み
の
投
棄

禁
止
」
及
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加

に
向
け
た
啓
発
活
動
を
継
続
さ
れ
た
い
。

◎
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
救
急
車

の
出
場
件
数
・
搬
送
人
員
と
も
に
増
加

し
て
い
る
。
救
急
隊
が
現
場
へ
効
率
よ

く
迅
速
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
、
引
き

続
き
合
理
的
ル
ー
ト
を
構
築
さ
れ
た
い
。

◎
中
世
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
堀
井

城
跡
地
に
つ
い
て
、「
遺
跡
と
し
て
整

備
し
て
い
く
こ
と
」、「
市
民
が
交
流
・

憩
い
が
で
き
る
場
所
と
す
る
こ
と
」、「
管

理
に
市
民
が
参
加
し
て
頂
け
る
こ
と
」

と
い
う
３
つ
の
視
点
で
の
構
想
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

 
 

今
後
、
周
辺
地
域
と
合
わ
せ
て
市
の

観
光
資
源
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う

な
整
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

　平成２９年度の小野市予算が３月定例会に提出されました。これを受け議会は、全議員が委員と

なる予算特別委員会を設置して、３月１４日、１５日及び２１日の３日間、担当部局ごとに予算審査を実

施しました。

　新年度予算編成にあたって掲げられた“ＮＥＸＴ　おの”創生 ２ｎｄ Ｔｒｉａｌ～次世代へつなぐ新

たなまちづくり～にどう取り組むのか、そして厳しい財政状況が続いている中で市政をどのよう

に運営するのかなど、委員から多くの意見が出されました。

　予算特別委員会が各部局へ要望した意見は下記のとおりです。

予算総額 367億円

議案第 ２ 号　平成２９年度小野市一般会計予算
議案第 ３ 号　平成２９年度小野市国民健康保険特別会計予算
議案第 ４ 号　平成２９年度小野市介護保険特別会計予算　
議案第 ５ 号　平成２９年度小野市後期高齢者医療特別会計予算
議案第 ６ 号　平成２９年度小野市都市開発事業会計予算　
議案第 ７ 号　平成２９年度小野市水道事業会計予算
議案第 ８ 号　平成２９年度小野市下水道事業会計予算

市

民

安

全

部

市

民

安

全

部

市

民

安

全

部

消

防

本

部

消

防

本

部

消

防

本

部

教

育

委

員

会

教

育

委

員

会

教

育

委

員

会

平成２９年度 予算重点項目
① 安全・安心に暮らせる
　 まちの創造
② 子どもが輝く子育て・
　 教育環境の充実
③ アクティブシニアが輝く
　 生きがいと活躍の場の創出
④ 次代を見据えた
　 まちづくりの推進

付託議案

（７件）

平成２９年度 予算重点項目

〈
要
望
し
た
内
容
〉



１２

小野市議会だより

≪各常任委員会に付託された議案≫

3月13日開催

3月13日開催

2月27日開催

　常任委員会は、地方自治法第１０９条の規定に基づき条例に
より設置されています。地方公共団体の幅広い事務を調査す
るため、本会議より付託された議案や陳情等の審査を行います。

常任委員会とは？常任委員会とは？

◎民生地域常任委員会◎

議案第９号　平成２８年度小野市一般会計補正予算（第５号）

議案第１０号　平成２８年度小野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）　

議案第１１号　平成２８年度小野市介護保険特別会計補正予算（第４号）

議案第１２号　平成２８年度小野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）　

議案第１３号　平成２８年度小野市水道事業会計補正予算（第１号）

議案第１４号　平成２８年度小野市下水道事業会計補正予算（第２号）

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。

◎総務文教常任委員会◎

議案第９号　平成２８年度小野市一般会計補正予算（第５号）

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。

◎総務文教常任委員会◎

議案第２４号　小野市立学校給食センター改築工事請負契約について

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告



１３

小野市議会だより

3月24日開催

3月24日開催

◎民生地域常任委員会◎

議案第１８号　小野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について　

議案第１９号　小野市開発事業に係る調整及び地域のまちづくりの推進に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

議案第２０号　小野市上水道給水条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２２号　小野市道路線の認定について　

議案第２３号　小野市道路線の変更について　　　　

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。

◎総務文教常任委員会◎

議案第１５号　小野市夜間歩行者等の安全確保に関する条例の制定について

議案第１６号　小野市議会委員会条例及び小野市の組織及びその事務分掌に関する条例の一
部を改正する条例の制定について　

議案第１７号　小野市議会議員及び小野市長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選
挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例及び小野市長の選挙における選
挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２１号　小野市民会館の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと決まりました。



１４

小野市議会だより

市議会の政務活動費を廃止!!
　平成 29 年 4 月 1 日から政務活動費を廃止する条例を、市議会議員自らが提案し可決しました。
これにより平成 29 年 4 月分から小野市議会議員に対する政務活動費の交付はなくなりました。�    
　今後の議会調査研究活動の在り方を考えるため、今年1月から検討部会を設置して、部会を4回
開催し、具体的な運用方法を協議してきました。�    
　今年度からは議会が承認する公務として、真に必要な調査・研究活動を見定めたうえで、予算執
行していきます。�  

会派に対する政務活動費一人あたり月2万円交付 （単位：円）

収
入

支
　
　
　
　
　
出

１，４４０，０００

１０８，２４０

３４８，９２７

８８，９５６

５４６，１２３

８９３，８７７

支 給 額

研究研修費

視察調査費

資料作成費

資料購入費

広報広聴費

計

差 引 額

市民クラブ

６名

９４０，０００

８１７，３９２

７５，７３７

８９３，１２９

４６，８７１

改革クラブ

４名

４８０，０００

１１６，３０８

３２，４００

１４８，７０８

３３１，２９２

公 明 党

２名

１２０，０００

１３，５１２

１０７，５７０

１２１，０８２

－１，０８２

真政クラブ

２名

２４０，０００

７，６３６

５３，７８４

２９，８８０

９１，３００

１４８，７００

藤原　章

１名

２０，０００

０

２０，０００

山本悟朗

１名

１８０，０００

３４，１６８

７，３４４

４１，５１２

１３８，４８８

椎屋邦隆

１名

１８０，０００

１５８，８６０

２０，８３８

１７９，６９８

３０２

河島信行

１名

２４０，０００

１４，１１２

１８，４３２

３２，５４４

２０７，４５６

平田真実

１名

※差引額がある会派(議員)は、その額を市に返還しています。�      
※差引額がマイナスになった会派は、そのマイナス額を議員が個人負担しています。�      
※真政クラブは１月から３月までの支給です。�      
※山本悟朗議員は４月のみの支給で、５月以降は改革クラブから支給しています。
※椎屋邦隆議員は４月から１２月までの支給で、１月以降は真政クラブから支給しています。　
※河島信行議員は４月から１２月までの支給で、１月以降は真政クラブから支給しています。

市議会の政務活動費を廃止!!



１５

小野市議会だより

　
椎
屋
邦
隆
議
員
の
議
員
資
格
の
有
無

（
※
公
職
選
挙
法
に
お
け
る
被
選
挙
権

の
有
無
）
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

１
２
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
資
格

決
定
要
求
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
８
名
の
委
員
か
ら

な
る
資
格
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第
１
項

に
基
づ
き
、
椎
屋
議
員
の
居
住
実
態
等

の
調
査
を
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

※
解
説

公
職
選
挙
法
に
お
け
る
被
選
挙
権

　
公
職
選
挙
法
に
お
い
て
、
市
町
村
議

会
の
議
員
に
お
け
る
被
選
挙
権
は
、
引

き
続
き
３
カ
月
以
上
市
町
村
の
区
域
内

に
住
所
を
有
す
る
者
（
こ
の
場
合
の
住

所
と
は
、
単
に
住
民
票
の
住
所
で
は
な

く
、
各
人
の
生
活
の
本
拠
と
し
て
の
居

住
実
態
を
い
う
。）
と
さ
れ
て
お
り
、

立
候
補
時
だ
け
で
な
く
そ
れ
以
降
の
議

員
の
資
格
を
維
持
す
る
た
め
の
要
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

現在までの主な審査内容
第１回

２
月
２７
日

３
月
９
日

３
月
２９
日

４
月
６
日

４
月
１１
日

４
月
１８
日

第２回第３回第４回第５回第６回

・
正
副
委
員
長
の
互
選

・
こ
れ
ま
で
の
経
過
確
認

・
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
使
用
量
等
の
生
活
実
態
の
わ
か
る

　
記
録
の
提
出
要
求

・
提
出
さ
れ
た
記
録
の
確
認

・
選
挙
に
お
け
る
被
選
挙
権
の
説
明

　（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

・
椎
屋
邦
隆
議
員
の
自
己
の
資
格
の
弁
明

・
椎
屋
邦
隆
議
員
の
証
人
尋
問

・
椎
屋
邦
隆
議
員
の
妻
の
証
人
尋
問

・
椎
屋
邦
隆
議
員
の
関
係
人
の
証
人
尋
問

・
椎
屋
邦
隆
議
員
の
長
女
の
証
人
尋
問

・
椎
屋
邦
隆
議
員
の
知
人
の
証
人
尋
問

地方自治法第１２７条第１項
の一部抜粋

　（失職及び資格決定）
第１２７条　普通地方公共団体
の議会の議員が被選挙権を有
しない者であるときは、その
職を失う。その被選挙権の有
無は、議会がこれを決定する。
この場合においては、出席議
員の３分の２以上の多数によ
りこれを決定しなければなら
ない。

　１００条調査権は、議会がその権限を十分に発揮で
きるようにするために認められた、補助的、付随的
な権限であり、真実を究明することを目的として議
会に与えられたもの。

地方自治法第１００条第１項の一部抜粋

　普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共
団体の事務に関する調査を行うことができる。こ
の場合において、当該調査を行うため特に必要が
あると認めるときは、選挙人その他の関係人の出
頭及び証言並びに記録の提出を請求することがで
きる。
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小野市議会だより

◎ 議 会 の 動 き ◎◎ 議 会 の 動 き ◎◎ 議 会 の 動 き ◎
【2月】�
１日　北播磨総合医療センター企業団議員総会
　〃　　全国市議会議長会基地協議会（東京）�  
２日　兵庫県市議会議長会総会（神戸市）�    
　〃　　議会調査研究活動検討部会�    
８日　行政視察来市（愛知県刈谷市）�    
９日　行政視察来市（山口県光市）�    
　〃　　北播衛生事務組合議会（加東市）�    
　〃　　北播磨こども発達支援センター事務組合議員
　　　研修会（加東市）�    
１１日　スポーツ賞表彰式�    
１３日　末松副大臣南北道路現地視察立会い�    
１５日　議員協議会�    
　〃　　北播磨こども発達支援センター事務組合議会
　　　（加東市）�    
１７日　北播磨総合医療センター企業団議会�    
１８日　女性フェスティバル�    
２０日　議会運営委員会�    
　〃　　市議会報編集委員会�    
　〃　　議会調査研究活動検討部会�    
２３日　北播政経懇話会（西脇市）�    
２４日　議会運営委員会�    
　〃　　小野加東広域事務組合議会�    
２７日　第４０５回小野市議会３月定例会（第１日）�    
　〃　　総務文教常任委員会�    
　〃　　議会運営委員会�    
　〃　　第１回資格審査特別委員会�    
２８日　小野加東加西環境施設事務組合議会�          
【3月】�
１日　新都市中央線開通確認式�    
３日　議員協議会�    
５日　おの陣屋大茶会�    
７日　議会調査研究活動検討部会�    
９日　３月定例会（第２日）�    
　〃　　第２回資格審査特別委員会�    
１０日　中学校卒業式�    
１３日　３月定例会（第３日）�    
　〃　　総務文教・民生地域常任委員会�    
１４日　予算特別委員会（第１日）�    

１５日　予算特別委員会（第２日）�    
１６日　幼稚園卒園式�    
　〃　　給食センター安全祈願祭�    
１７日　小野商工会議所通常議員総会�    
　〃　　永寿企業並びに優良従業員表彰式�    
　〃　　特別支援学校卒業式�    
２１日　予算特別委員会（第３日）�    
　〃　　議会運営委員会�    
２３日　小学校卒業式�    
２４日　総務文教・民生地域常任委員会�    
２５日　国道１７５号平野拡幅全線完成式典（神戸市）�    
２７日　３月定例会（第４日）�    
　〃　　議員協議会�    
２８日　北播政経懇話会�    
２９日　第３回資格審査特別委員会�    
３０日　市場保育園新園舎竣工式�          
【4月】�
６日　第４回資格審査特別委員会�    
７日　特別支援学校入学式�    
　〃　　中学校入学式�    
１０日　小学校入学式�    
１１日　幼稚園入園式�    
　〃　　第５回資格審査特別委員会�    
１４日　東播・淡路市議会議長会定例会（高砂市）�    
　〃　　姉妹都市親善訪問使節団派遣報告会�    
１６日　小野市消防大会�    
１８日　小野市老人クラブ連合会総会�    
　〃　　第６回資格審査特別委員会�    
１９日　近畿市議会議長会定期総会（大阪市）�    
　〃　　小野匠工業会総会�    
２０日　議会運営委員会
　〃　　市議会報編集委員会�    
　〃　　小野市遺族会総会�    
２１日　北播政経懇話会（加西市）�    
２２日　海上自衛隊呉音楽隊コンサート�    
２３日　青少年補導委員会総会�    
２４日　第８回新庁舎建設特別委員会�    
２７日　兵庫県市議会議長会総会（伊丹市）�    
　〃　　連合区長会総会�    
２８日　第７回資格審査特別委員会�    
２９日　加西市制５０周年記念式典（加西市）�

６月２６日（月）　午後１時３０分～
　本会議（第４日）

６月２１日（水）　午前１０時～
　本会議（第３日）※一般質問実施

６月２０日（火）　午前１０時～
　本会議（第２日）※一般質問実施

５月２９日（月）　午前１０時～
　本会議（第１日）

≪6月定例会≫
５月２２日（月）　午前１０時～

≪5月臨時会≫

≪お問い合わせ≫　議会事務局
　ＴＥＬ．63－1006（直通）　ＦＡＸ．63－4108
　Ｅ-mail　gikai@city.ono.hyogo.jp

議会の傍聴にお越しください　

　一般質問では、市長から提出された議案や、
市政全般について議員が質問し、市長や部
長等が答弁します。

≪傍聴者の休憩室を開設します≫　
　一般質問が行われる20日（火）と21日（水）の2日間は、休憩
室を開設しています。セルフサービスのお茶も用意しています。

≪自宅に居ながら議会の傍聴≫　
市議会ＬＩＶＥ中継実施中　　スマホ・タブレットでも視聴可

≪「託児コーナー」を開設≫　
　一般質問が行われる6月20日（火）、21日（水）は、「託児コー
ナー」を開設します。傍聴の際には、１歳から就学前のお子さ
まをお預かりします。希望される方は、6月12日（月）までに議
会事務局にお申し込みください。（費用負担はありません）

≪「手話通訳」・「要約筆記」を導入≫　
　本会議を傍聴される際に「手話通訳」・「要約筆記」
を利用することができます。希望される方は、希望
される定例会開催日の8日前までに議会事務局にお
申し込みください。（費用負担はありません）　

ＬＩＶＥ市議会中継  小野市議会 検索


